
「すごしかたファースト」というコンセプトの下、住まいの新たな価値を提案し続けるコスモスイニシア。
同社で商品企画を担当する保川真由佳さんと建築設計を担当する田中 修さんが、
トラフ建築設計事務所の鈴野浩一さんを訪問。これからの住まい方について聞いた。

表現しているように、あらかじめ決められた用
途に縛られず、フレキシブルに広がる空間には
魅力がありますね。

  ゆるやかにつながる空間

鈴野　建て壊し寸前だったビルをリノベーショ
ンした「目黒本町の家」は、地下１階地上３階建
ての古いビルでした。外階段しかありませんで
したが、２階と３階をオーナーの住宅にしたく
て床に穴を開け、そこに階段をつくりました。大
きな箱を置いたような階段です。箱形にするこ
とによって四方に空間が生まれましたし、さら
に箱の上の場所も使えるんです。お子さんがま
だ小さかったので、階段へ上る途中のその場所
がお気に入りになって、２階と３階を近づけてく
れる2.5階みたいな存在になりました。階段が
長いと行き来しなくなってしまいますが、ちょっ
との移動でつながると、すごく距離感が縮まり
ますよね。子供が縁に足をかけて本を読んでい
たり、お父さんとお母さんの姿を眺めていたり。

田中　キューブの角面によって空間に変化が生
じますし、2.5階があることで、２フロア全体が
ゆるやかにつながる空間に感じられます。

鈴野　ゆるくつながりながらも、あえて少し仕
切っています。人はまるっきりオープンな空間
だけではくつろげないし疲れてしまいますから。
でも、ほんのちょっと視線を遮るだけでいい。
　「港北の住宅」は、目の前に擁壁がある住宅
密集地で朝から室内の照明をつけたくなるよ
うな立地でした。なので、トップライトが光を

求めるように上へと伸びていき、プライバシー
も保ちます。そのために屋根がざくっと室内に
入り込み、寝室やキッチンを大きく区切ってい
るのですが、部屋として明確に仕切ってしまう
と、狭くて暗くなってしまうから仕切りはありま
せん。ダイニングとベッドの位置は近くても、実
際に寝てみると顔の部分だけは壁の陰に入る
ので、キッチンが視界に入ってきません。視界を
ちょっと遮ることで居場所が感じられますよね。

保川　キッチンとダイニング空間の一体感を
強めたり、皆が集まりやすいようにリビングの
広さや快適性を高めたりすることで、ゆるやか
につながるという考え方は私たちも大切にし
ています。

 住む人と成長していく

鈴野　「INITIA」では玄関を広くとっています
ね。玄関に続く場所は、幅が狭いと廊下になり
ますが、広げてしまえばもう廊下と呼ばなくて
いいんじゃないかなと思います。廊下じゃない
“何か”になっていますよね。30cmでもプラスの
スペースや余白があることで、感じ方やすごし
方が大きく変わってくるのではないでしょうか。

田中　自宅へ帰ってきたときの気持ちのゆとり
を生み出す場所でありたいと考えています。効
率とは異なる空間の価値を感じてもらえるとう
れしいですね。

保川　集合住宅において工夫の余地があると
感じられる部分はありますか。

鈴野　例えば、外の景色とともに楽しめるバル
コニーなどでしょうか。外に対して魅力的に見
えてくるような仕掛けがついていると、入居す
る人にとっても自慢できるポイントにもなりま
すし、マンションとしての社会貢献にもなります。

保川　街と一緒に暮らすという考え方ですね。
どうしても、分譲時には完成形でなければなら
ないと考えてしまうのですが、住む人たちと成長
していくような雰囲気は残しておきたいです。

鈴野　そうですね。どれだけ余白を残そうか、
という考え方は大切です。住む人が入ることで
違う空気が流れるような………。マンションと
いう商品として考えてしまうと最初から完成形
を求めたくなりますが、住む人と成長していけ
るような環境があればいいのかもしれません。
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 機能に縛られない住まいの魅力

保川　私たちが提案する新しい空間のベース
にあるのは、住む人の心地良さです。コスモス
イニシアのメインブランド「INITIA」は、時間の
過ごし方に重点を置いて新しい住宅づくりに取
り組んでいます。毎日を過ごす空間の中で、満
足感というのは物の充実感ではなく、すごし方
そのものが大切だと考えてきました。

鈴野　「井の頭の住宅」は社宅だったマンショ
ンの1室をリノベーションしたケースです。解体
して現れたコンクリートを全体的に活かしたワ
ンルームタイプになっています。集合住宅では、
例えば、風呂の大きさは決まってしまいますよ
ね。でも、浴槽はほんの５cmでも広くなると足
が伸ばせて気持ちいい。だから、廊下と風呂を
仕切る壁を７mm厚の薄い鉄板でつくりました。
そうすることで、少しでも広い風呂が設置でき
ます。その他、リビングルームの開口部に天井
からのバーティカルのブラインドを採用して上

には照明を仕込むなどの工夫もしています。

田中　開口部が大きく見える効果がありますね。
天井も高く感じられます。少しの工夫で空間の
心地良さが大きく変わるケースは数多くあると
思います。最近の住宅の傾向として何か特徴的
なところはありますか。

鈴野　やはり昔は、部屋が使い方を縛っていた
ところがあると思います。仏間とか書斎とか子
供部屋とか……。現実には、子供が小さいころ
には子供部屋で過ごす時間は少ないし、寝室
があっても家族みんなで一緒に寝ていたりす
る。それに今ではスマートフォンやタブレットを
使って居間で仕事することも多いので、部屋に
縛られなくなっていますよね。僕らがデザインし
た「コロロデスク」のように、家具自体が小さな
部屋として機能することもある。全体を明確に
仕切らない空間が求められていると感じます。

保川　私たちも「オープン」というコンセプトで
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